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調査を基に町に要望

　
産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
、

「
畜
産
振
興
」
と「
農
林
業
振
興
」

「
企
業
誘
致
対
策
」を
テ
ー
マ
に

調
査
し
ま
し
た
。

「
畜
産
振
興
と
 堆
  肥
 セ
ン
タ
ー

た
い
 
ひ

の
現
状
と
課
題
」
に
つ
い
て

　
羽
後
町
は
、
西
部
が
放
牧
に

適
し
た
高
原
地
帯
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
肉
用
牛
・
酪
農
・
養
豚

指
定
管
理
委
託
料
だ
け
で
は
運

営
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
町
の

補
助
金
な
ど
で
ま
か
な
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

　
町
長
は
「
羽
後
町
で
も
畜
産

は
厳
し
い
面
も
あ
る
が
、
現
状

で
残
っ
て
い
る
の
は
意
欲
が
あ

る
方
と
考
え
、
肥
育
頭
数
を
増

や
す
方
向
で
経
営
を
考
え
、
支

援
し
て
い
き
た
い
」
と
の
こ
と

で
し
た
。

　
本
町
と
比
較
す
る
と
羽
後
町

は
、
水
産
業
が
な
い
こ
と
か
ら

多
少
状
況
が
異
な
り
ま
す
が
、

畜
産
農
家
の
経
営
安
定
化
策
や

補
助
制
度
の
充
実
、
肉
用
牛
の

ブ
ラ
ン
ド
化
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー

設
備
の
老
朽
化
へ
の
対
処
の
方

法
な
ど
、
参
考
と
す
べ
き
点
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。

な
ど
幅
広
く
畜
産
業
が
営
ま
れ

て
い
ま
す
。
特
に
黒
毛
和
牛
は
、

平
成
３
年
に
羽
後
牛
と
し
て
ブ

ラ
ン
ド
化
す
る
な
ど
、
畜
産
業

が
盛
ん
な
町
で
あ
り
、
本
町
と

類
似
し
て
い
る
町
で
す
。

　
堆
肥
セ
ン
タ
ー
は
、
指
定
管

理
者
制
度
を
適
用
し
、
運
営
費

は
堆
肥
販
売
（
　
％
）
の
他
に

４２

「
農
林
業
の
振
興
と
活
性
化
に

向
け
た
取
り
組
み
」
に
つ
い
て

　
東
部
に
雄
物
川
の
扇
状
地
が

広
が
り
、
稲
作
に
適
し
た
地
形

で
「
あ
き
た
こ
ま
ち
」
の
作
付

け
が
盛
ん
で
あ
る
。
　

年
度
の

１９

予
算
で
農
林
水
産
業
費
に
８
・

８
％
を
配
分
す
る
な
ど
、
第
一

次
産
業
に
対
す
る
事
業
が
多
い

と
感
じ
ま
し
た
。
本
町
も
、
積

極
的
に
予
算
配
分
し
、
裏
付
け

の
あ
る
産
業
振
興
を
進
め
る
べ

き
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

「
企
業
誘
致
に
係
る
町
の
取
り

組
み
状
況
と
支
援
策
」
に
つ
い

て　
県
の
東
京
事
務
所
に
職
員
を

派
遣
し
、
２
年
間
企
業
訪
問
を

行
っ
た
が
成
果
は
得
ら
れ
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
面
白
い

産業建設

畜
産
振
興
の
現
状
と
課
題
な
ど
を
調
査

　各常任委員会では、平成20年に行った所

管事務調査の結果を基にそれぞれ町政への

要望事項をまとめ１２月11日、町長へ提出し

ました。主なものを抜粋して紹介します。

■総務常任委員会

①平成１７年度策定の行政改革大綱に沿い、改

革事項が計画どおり実施されるよう、なお

一層努力すること。

②歳入の確保、歳出削減に努力していること

は評価できる。今後とも、地方交付税の交

付額などの動向に注視し、健全な財政運営

に努めること。

③町税などの収納率向上に対する努力が成果

として表れ、大いに評価できる。今後とも

収納率向上に一層努めること。

④住宅用火災警報器が設置された場合は、設

置されない場合の火災に比べ死者数が大幅

に減少している。町内の設置普及率はまだ

低いので、今後とも普及率向上に努めるこ

と。

■教育民生常任委員会

①第４期山田町介護保険事業計画の策定に当

たっては、施設入所待機者に対応すべく、

グループホームや小規模多機能型居宅介護

施設など充実したものにし、保険料は最小

限に抑えるよう努めること。

②地域医療を守るために県立山田病院医師の

負担を減らすことが求められている。医療

機関の役割に応じた適切な受診について、

意識の啓発に努めること。

③地球温暖化対策のため、企業や住民がどの

ように取り組むかを具体的に環境基本計画

の中に盛り込むよう検討すること。

④山田高校を存続させるためには、中学校は

もとよりその保護者に魅力を理解してもら

うことが必要である。生徒たちの頑張りが

町民に伝わるような事業の実施に努めるこ

と。

■産業建設常任委員会

①柳沢北浜地区土地区画整理事業の北浜地区

４５号への取り付け道路を早期に実施するよ

う努めること。

②町道の維持補修費を増額し、危険個所の早

期補修と、計画的な維持補修に努めること。

③畜産農家、堆肥センターや大沢漁協の廃棄

物堆肥化処理施設の経営を安定させるため

の対策を講じられるよう、努力すること。

④通年型観光への取り組みを実施するととも

に、山田の特産品を販売する施設の整備に

努めること。

　　また、ゴールデンウィーク中のイベント

を検討すること。

取
り
組
み
と
し
て
は
、
積
雪
対

策
と
し
て
中
小
企
業
に
１
社
５

万
円
の
補
助
金
交
付
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
可
能
性
は
少
な
く
て
も
、
積

極
的
に
企
業
誘
致
の
働
き
か
け

を
し
て
い
る
点
は
、
見
習
う
べ

き
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

さ
ら
に
地
域
住
民
が
連
携
を

図
っ
て
い
る
点
は
、
福
祉
の
理

想
で
あ
り
、
わ
が
町
の
今
後
の

方
向
性
を
見
出
す
こ
と
の
で
き

た
研
修
で
し
た
。

同
程
度
で
あ
り
な
が
ら
、
病
院

や
福
祉
施
設
を
運
営
す
る
な
ど
、

福
祉
の
充
実
し
た
町
で
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
医
療
機
関
と
施
設
、

羽
後
町
の
堆
肥
セ
ン
タ
ー
で
生
産
さ

れ
て
い
る
「
羽
後
ユ
ー
キ
」


